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Ⅰ はじめに 

 
 体つくり運動は，創設から 20 年が経過した今でも
なお，実践者から「何を教えたらよいのか，よくわか
らない」「児童生徒の学習意欲が長続きせず，単元の
まとまりとしての位置づけが難しい」といった「指導
のしにくさ」に関する意見が挙げられている１）。こ
の授業づくりにおける課題の根源は，どこにあり，ど
う改善していけばよいのだろうか。 
体つくり運動が誕生した経緯には「心と体を一体と

してとらえる」という体育科の目標を担う期待があっ
たと考える。そのため，「何を教えたらよいのか，よ
くわからない」ままでは，体つくり運動が担う教育を
子供に施すことに至るまで程遠い。20 年以上前と比
べて，子供の現状は極めて深刻であるといえる。小中
学校の不登校児童生徒数は 19 万 6127 人と前年度から
1 万 4855 人増え，過去最多を更新した２）。文部科学
省はCOVID‑19 の感染拡大及びその防止を背景にし
た社会不安などが子供の心理に影響し，数字を押し上
げたとの見方をしている３）。また，この感染を避け
るため長期欠席した小中高校生が 2020（令和 2 年）
年度は全国で約 3 万人いたことも今回の調査で判明
し，小中高校生の自殺者数も 415 人となり、最多とな
った４）。さらに，学校内外の痛ましい事件も後を絶
たない。現状は思う以上に深刻である。その改善策・
解消策として，スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカー，関係機関と連携することもあるが，
体育科における授業そのものに，その可能性を見い出
したいと考える。 
そこで，本研究では体つくり運動が誕生した 1989

年（平成 10 年）改訂の学習指導要領から 2017（平成
29 年）改訂の学習指導要領までの体つくり運動の変
遷と各改訂における授業化の課題を整理するととも
に，その課題解決に資する改善案を提示することを目
的とする。 
 

Ⅱ 体つくり運動固有の学びの検討 
１ 学習指導要領と授業化の課題 
（１）1998（平成10）年改訂と授業化の課題 
①改訂の概要 
体つくり運動は，1989(平成10)年改訂の学習指導

要領において，それまでの「体操」領域が改められた
ものである５）。当初は「体ほぐしの運動」と「体力
を高める運動」で構成され，小学校5年生から高等学
校3年次までの8年間位置づいた。 
「体ほぐし運動」は，心と体を一体として捉える観

点から，手軽な運動や律動的な運動を行い，体を動か
す楽しみや心地よさを味わうことによって，自分や仲
間の体や心の状態に気付き，体の調子を整え，仲間と
豊かに交流できるようにするものとされる６）。具体
的な行い方の例として，リズムに乗った体操，ペアを
作ってのストレッチ体操，ウォーキング，ジョギング
などが示されている７）。 
「体力を高める運動」は，児童生徒の体力の向上を

ねらいにして行われる運動で，「体の柔らかさ及び巧
みな動きを高めるための運動」，「力強い動きを高め
る運動」及び「動きを持続する能力を高めるための運
動」で構成される８）。 
この背景には「昭和60年代をピークにして児童・

生徒の体力運動能力が低下傾向にあること」，「運動
習慣を持つ者と持たない者の二極化傾向がみられてい
ること」，「運動習慣のない者では日常的な動作がぎ
こちなく，そのことに必要感を持たない傾向にあるこ
と」，「いじめや不登校の原因として，他人との関わ
りがうまくできないことが考えられること」，「幼児
期，児童期において十分に運動遊びを経験していない
こと」が挙げられている９）。 
②授業化の課題 
授業化の課題としては，「多くの学校現場では，ス

トレッチ体操等の準備運動でとどまっていること」が
挙げられる10）。また，「体ほぐしの運動はそれほど
体育授業の中に定着していない」，「運動例は示され
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ているものの，発展的・連続的な取り組み方が不明瞭
な活動が多い」との指摘もある11）。これらの課題に
は，体つくり運動固有の学びの不明瞭さが根幹にある
と考える。つまり，いくら領域名が「体操」から「体
つくり運動」として改められたとしても，体つくり運
動は何を学ぶのかを明確にしない限り，従前の体操と
同様な授業化へ傾斜することになったと考える。先に
挙げた「多くの学校現場では，ストレッチ体操等の準
備運動でとどまっていること」はその典型であるとい
える10）。また，「発展的・連続的な取り組み方」
も，方法ではなく内容を示すことにならない限り，解
決の一手は探れないといえる。 
（２）2008（平成20）年改訂と授業化の課題 
①改訂の概要 
2008（平成20）年改訂の学習指導要領における体

つくり運動は，小学校第1学年から第4学年まで新た
に位置付けられた12）。この時期は，体力の向上をね
らいとする運動を行うことが難しいことから，「体力
を高める運動」ではなく，基本的な動きを身に付ける
ための「多様な動きをつくる運動（遊び）」が位置付
けられた13）。これは「体のバランスをとったり移動
をしたりする動きや，用具を操作したり力試しをした
りする動きを意図的にはぐくむ運動を通して，体の基
本的な動きを総合的に身に付けるとともに，それらを
組み合わせた動きを身に付けることをねらいとして行
う運動である」と定義された14）。その内容は「体の
バランスをとる運動」，「体を移動する運動」，「用
具を操作する運動」と「力試しの運動」の4つであ
り，さらに第3学年及び第4学年にはこれら4つに
「基本的な動きを組み合わせる運動」を追加した構成
となった15）。 
この背景には，「児童生徒の体力の低下傾向が依然

として続いていること」，「運動習慣の二極化がいっ
そう進んでいるとみられること」と「生涯にわたって
運動に親しむための能力が十分に育てられていないこ
と」が指摘されている16）。 
②授業化の課題 
授業化の課題としては，愛知県を中心とした小学，

中学及び高等学校の教員279名に対して実施した体つ
くり運動領域に関するアンケート調査によると，70％
以上の教員が体つくり運動領域を単独の単元として実
施しにくいと回答している。「ネタがない」や「１時
間持たない」などの意見がある17）。1998（平成10）
年改訂で残っていた授業化の課題への解決策と考えら
れるのが「多様な動きをつくる運動（遊び）パンフレ
ット」である18）。しかし，これも「取り上げた動き
を指示・号令によって指導を繰り返すだけでは子ども
の学習意欲は喚起できなかったこと」という指摘があ
る19）。この指摘は，1998（平成10）年改訂における
授業化の課題と同様，「体つくり運動」は何を学ぶ領
域なのかという課題を示すものであるといえる。その
ため，「体ほぐし運動は固有の運動形式が示されてい
ないために，授業づくりのためには教材研究が最も必
要である」という考えが立ったと考える20）。 
さらに，「体つくり運動」は何を学ぶのかという課

題は「体ほぐしの運動」と「体力を高める運動」の領
域間の関係にも及ぶ。例えば，「体ほぐしの運動」と
して行うなわとび運動の中で「体力を高める運動」の
目標である「動きを持続すること」や「巧みな動き」
が高まるという提案がある21）。また，「体ほぐしの

運動」の主旨を生かしながら運動することで，自然と
多様な動きや体力を高めることにつながるという考え
もある22）。さらに，体力低下問題の深刻化や体ほぐ
しの運動の指導法論がなかなか確立されないが故に，
「体ほぐしの運動」が「体力を高める運動」に吸収さ
れるのではないかという考えもある23）。 
「体力を高める運動」についての課題もある。例え

ば，「5学年になってもそれまでに多様な動きづくり
ができておらず，体力を高める動きでも動きづくりを
中心に指導しなければならない現状がある」という指
摘がある24）。また，その指導法に際しての危惧もあ
る。例えば，「体つくり運動の授業が，運動能力の向
上を目的にした授業も含め，子どもたちにとってやら
されるだけのトレーニングの時間になってしまうこ
と」25）や「現場では単調な運動反復や義務化しセッ
ト化された『サーキットトレーニング方式』が横行し
ている」という指摘である26）。こうした授業化の課
題は，「体力を高める運動」が「取扱いにくい領域で
あり授業研究が活発に行われず，結果として実践内容
も貧困である」という考えに集約されてしまうと考え
る27）。つまり，ここでも体つくり運動固有の学びの
不明瞭さが課題の根源にあると考える。 
（３）2017（平成29）年改訂 
①改訂の概要 
2017（平成29）年改訂の学習指導要領における体

つくり運動は，低学年は「体ほぐしの運動遊び」と
「多様な動きをつくる運動遊び」，中学年は「体ほぐ
しの運動」と「多様な動きをつくる運動」，高学年は
「体ほぐしの運動」と「体の動きをつくる運動」で構
成している28）。従前との違いは，低学年の名称が
「体ほぐしの運動」から「体ほぐしの運動遊び」にな
った点，「体ほぐしの運動（遊び）」は「体の調子を
整えること」が改善され，「自己の心と体との関係に
気付くことと仲間との交流すること」に整理された
点，高学年の名称が「体力を高める運動」から「体の
動きを高める運動」になった点がある29）。これは中
学校1・2年に系統をもち，中学3年生の「実生活に
生かす運動の計画」へとつながる。従前の｢体力を高
める運動｣から，｢体の動きを高める運動｣になったの
は，児童が自己の体力の向上を，新体力テストの結果
等に見られる回数や記録ではなく，体の基本的な動き
を高めることと 捉えることができるようにしたため
である30）。一方で，従前を引き継ぐ点は，「技能」
ではなく「運動」として示されている点である31）。
しかし，厳密に言えば，「知識及び運動」であり，こ
の改訂で「体つくり運動」を除く他領域及び他教科に
おける資質・能力の3つの柱の1つはすべて「知識及
び技能」で統一されている。それにもかかわらず，
「体つくり運動」だけが「知識及び運動」と示されて
いる。その理由は2つに整理できる。1つは，「体ほ
ぐしの運動（遊び）」は，心と体の関係や変化に気付
くこと，みんなとの関わり合いをねらいとしているか
らである30）。もう1つは「多様な動きをつくる運動
（遊び）」，「体の動きを高める運動」及び「実生活
に生かす運動の計画」は，特定の技能を示すものでは
ないからである。なお，中学校の保健体育科における
「体つくり運動」の体ほぐしの運動は，技能の習得・
向上をねらいとするものでないこと，体の動きを高め
る運動は，ねらいに応じて運動を行うことが主な目的
となることから，「技能」の評価規準は設定していな
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図１ 手軽な運動教材「体ジャンケンダンス」の様子 

表１ 手軽な運動教材「体ジャンケンダンス」 

 

表２ 手軽な運動教材「ブラインド・ウォーク」 

 

い32）。これは体つくり運動の固有の学び
を考える上で大切な論点となると考える。 
②授業化の課題 
授業化の課題としては，「技能」ではな

く「運動」を評価することがあり，「例を
示したり，課題を設定してしまうことで，
結局技能を重視しているようですっきりし
ない」ことや「仲間との交流をねらいにし
た授業では，学校現場では人と関わればよ
いという点で終始していた」こと，さらに
「運動として評価することの意味が学校現
場に伝わっていなかった」ことが挙げられ
ている33）。また，評価に際しては，「現
場の一部では準備運動を体つくり運動とし
て取り扱う等のように，体つくり運動では
指導と評価があいまいになりやすかったの
ではないか」という指摘がある34）。実際，筆者が教
員研修等で見聞きする「体つくり運動」の授業におい
ても，体つくり運動が始めの10分間の準備体操等に
置き換わっている事例は少なくない。また，「集団行
動の訓練や自校体操の習得，スポーツテストの計測な
どに充ててきた学校も多い」という指摘も当たる
35）。これらは，2017（平成29）年改訂前の指摘であ
るが，先ほど述べたように，筆者が担当する愛知県下
の体つくり運動の教員研修における現職教員の授業化
の課題と一致する。このことから，これらは従前から
引き続く授業化の課題といえる。 
 
２ 「体つくり運動」の授業化の提案 

1989 年（平成 10）年の学習指導要領の改訂から
2017（平成 29）年改訂までの体つくり運動の変遷
と，各改訂における授業化の課題を整理してきた。こ
の整理からみえてくる授業化の課題は，「体つくり運
動」における固有の学びとは何かを明確にすることで
ある。特に，「知識及び運動」を授業レベルでどう設
定するかである。 
そこで，本研究の執筆時は 2017（平成 29）年改訂

の学習指導要領下にあるため，この指導内容を踏まえ
て，「体ほぐしの運動（遊び）」，「多様な動きをつ
くる運動（遊び）」と「体の動きを高める運動」及び
「実生活に生かす運動の計画」における「知識及び運
動」について，手軽な運動教材を活用した活動とそこ
から導かれる学習内容を設定する。具体的には，ま
ず，2017（平成 29）年改訂の体つくり運動の「知識
及び運動」から「学習内容の概要」を設定する。次
に，試行的な実践を繰り返して改善を重ねた手軽な運
動教材を考案する。そして，その教材を活用した活動
から導かれる学習内容を設定するとともに，いかに体
つくり運動の授業化を図るかの試みを提案したい。 
（１）体ほぐしの運動（遊び） 
表１は運動教材「体ジャンケンダンス」の学習内容

の概要とこの教材で導かれる学習内容を整理したもの
である。本教材は，2017 年から 2020 年までの 4 年
間，小中学校の体育で実践を通して改善を重ねた運動
教材である。体全体で「グー・チョキ・パ―」を行
い，「あいこが勝ち」や「遅出しジャンケン」をペア
で実施した後，そのジャンケンの前後に簡単な動きを
付けて，曲に合わせてダンスを行う活動とした。この
具体的な活動から導かれる学習内容は，例えば，小学
校 3 年生の実践（授業者は筆者）では，「今日は，や

る前と後で，自分の思ったことや感じたことを，先生
や友達に伝えてください」，「やってみてどう思った
かな」，「汗かいたね。気持ちも変わったかな」等，
気持ちを素直な言葉にしたり，子供の直感を大切にし
たりした。しかし，授業者がリードしていくことが優
先されてしまい，子供が自分の心と体に問い掛けるこ
とや，心と体の変化に気付くような指導方略が課題と
なった。 
また，中学校 3 年生の実践（授業者は筆者）では，

「今日は，自分や友達の心と体に向き合って，その変
化や関係を感じてください。そして，その心の声を聞
かせてほしいです。」と活動前に子供に伝え，活動後
に「どんな気持ちになりましたか」「体の状態はどう
でしょうか」「友達にどんなことを言いたいですか」
「心と体に変化はありますか」など，心の声を引き出
す，子供の気持ちに働きかけるように授業者は留意し
た（図 1）。子供が感想文に残すことで，自分の心と
体の変化を自覚することや，活動前後や次時と本時を
比べることができることから，学習履歴を残すことが
できる力も体つくり運動の学びを支えるには，大切な
視点となると考える。また，小学校 3 年生の実践と同
様に，授業者の問い掛けの質，特に，子供自身の自己
内対話となる問いをいかに育むかも課題となった。 

 表 2 は運動教材「ブラインド・ウォーク」の学習内
容の概要とこの教材で導かれる学習内容を整理したも
のである。本教材は，2017 年から 2018 年の 2 年間，
小中学校の体育で実践を通して改善を重ねた運動教材
である。2 つの構成が効果的であると考える。第１段
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表３ 手軽な運動教材「短・中・長なわ跳び」 

 

階はペアでブラインド・ウォークである。1 人が目を
閉じ，もう 1 人が手をとり（手をつなぐ・指先・声だ
け等のリードで）歩く活動である。第 2 段階は，円形
ブラインド・ウォークである。クラス全員が円形にな
り，反時計回りに歩く。どこから，だれからでもよい
ので，目を閉じて両手を前に出しながら円の中心に向
かって歩く。活動の始めは，まずは目を閉じた 1 人が
歩き続け，反対側の円周に来たところで近くを歩いて
いる人が両手をとって流れに招き入れる。このとき，
迎え入れる人は早めに手を出して両手を引くようにし
てやさしく招き入れるようにする。目を閉じてまっす
ぐ歩くだけではなく途中で方向を変えてみたり，弾ん
で踊りながら行ってみたり慣れてきたら変化を起こす
よう促す。この活動は，ペアで不安が安心に変わるこ
との学習経験が，全員で行う場合になったときの見通
しとなったと考える。しかし，低学年及び中学年で
は，不安過ぎて目を閉じていられない事例が多く，本
教材は低学年及び中学年には適切ではないと判断し，
中学年以降の運動教材として位置づけるようにした。
そのため，表 2 の低学年及び中学年は，本教材の設定
はされていない。 
（２）多様な動きをつくる運動（遊び）・体の動きを 

高める運動・実生活に生かす運動の計画 
① 巧みな動き 
表 3 は運動教材「短・中・長なわ跳び」の学習内容

の概要とこの教材で導かれる学習内容を整理したもの
である。本教材は，2017 年から 2021 年までの 5 年
間，小中学校の体育で実践を通して改善を重ねた運動
教材である。実践を通して，本教材を活用した活動
は，子供の学習状況によって 2 つの学習内容が共存す
るため，「中 1・2」と「中 3」の学習内容から導いた
キーワードは不等号で示している。これは巧みな動き
に比重を置きつつも，巧みな動きを高めていくと，次
第に続けて跳ぶことができるようになる。その際は，
動きを持続する能力へ移行する。同じ運動教材におい
ても複数の学習内容がある点は留意しなければいけな
いと考える。 
この整理は，実際の授業化においては課題が山積し

た。それは「何を学ぶと体の動きを高めることができ
るのか」が未だ明らかにできていないからである。授
業では，子供がなわの開発と称して，いろいろな跳び
方を工夫する活動を奨励した。しかし，子供たちは
次々に様々な跳び方を考えるが，果たして，巧みな動
きを高める学びとなっているかの課題が残ってしまっ
た。巧みな動きを高めるには何を知ることが大切なの
かということである。 
 5 年間の実践から考えると，子供の本教材の取り組

み方は，「ゆっくり」よりも「速く」が奨励されてい

ると考える。しかし，多様な動きをつくる観点からす

れば，「ゆっくり」でも「速く」でもできるという両

側性が大切となる。例えば，回す速度は「肩回し・肘

回し・手首回し」の順に速くなるため，これら 3 つを

使い分けることが巧みな動きを高める上で必要な知識

とすることはできないだろうか。うまくいかない動き

と出会った場合は巧みな動きを高める機会に恵まれた

と考え，「ゆっくりと速く」の間を探究することが，

巧みな動きを高める学びとなると考える。他にも「小

さくと大きく」，「弱いと強い」や「単純と複雑」の

両側性が視点となりそうである。 
② 動きを持続する能力 
 動きを持続する能力を高めるには「上下動」と「ペ
ース」の視点があると考える。例えば，なわ跳びを活
用した運動教材「短・中・長なわ跳び」では，「心拍
数や疲労感を手掛かりにすること」，「無理のない運
動強度」，「運動時間」の 3 点が押さえて 2020 年に
小学校 6 年生に実践した。ステップやジャンプ等を組
み合わせた有酸素運動を行う実践とした。子供たちは
運動強度を上げたいときは「上下動を大きく」と「急
変ペース」，下げたいときは「上下動を小さく」と
「一定ペース」を選ぶことで，負荷を変えることがで
きたと考える。 
③ 力強い動き 
 力強い動きを高めるには「負荷」の視点があると考
える。姿勢・重さ・移動のさせ方・距離により設定を
変えることができることを知識とすることができない
だろうか。例えば，「繰り返し可能な最大回数を手掛
かりにすること」と「回数」の 2 点が「無理なくでき
る運動」を設定できる知識となると考える。なお，本
研究では，力強い動きを高めるための手軽な運動教材
については取り扱うことができなかった。今後の課題
としたい。 
④ 体の柔らかさ 
 体の柔らかさを高めるには「可動域」の視点がある
と考える。①徐々に広げること，②負荷が少ない動的
な運動から始めること，③曲げる・伸ばす方向と範囲
には限界があることの 3 点を押さえることが大切であ
ると考える。なお，本研究では，体の柔らかさを高め
るための手軽な運動教材については取り扱うことがで
きなかった。今後の課題としたい。 
（３）「運動技能」から「学習技能」への提案 
 2017 年から 2021 年までの 5 年間，主に「体ほぐし
の運動」として「体ジャンケンダンス」と「ブライン
ド・ウォーク」，「多様な動きを高める運動（遊

び）」及び「体の動きを高める運動」，
「実生活に生かす運動の計画」として
「短・中・長なわ跳び」の教材を活用した
実践を行ってきた。これまでの整理とその
提案は，体つくり運動固有の学びを「知識
及び技能」ではなく「知識及び運動」に求
めようとしたものである。本実践の子供の
学習状況から次の 4 つの「学習技能」が体
つくり運動の学びを支えるのではないかと
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考える。 
① 「問う学習技能」 
例えば，子供がなわ跳び運動を対象として，「どう

したらいいかな」，「あれ」，「どちらかな」や「な
ぜ」といった問う姿が見られた。「もっと面白くした
い」という言葉も，「もっと面白くするにはどうした
らよいか」と換言できるため，子供が運動を対象とし
て問う姿とすることができるのではないかと考える。
これは，学習経験によって育まれる技能であり，「問
う学習技能」とすることはできないだろうか。体つく
り運動は「未知から既知へ」と「既知から未知へ」の
2 つの学習観があるといえる。前者は，学習とは「知
らないこと」を「知ること」というものである。後者
は学習とは「知っていたはずのこと」が分からなり
「知らないこと」になることである。一見，体つくり
運動は前者だと思われがちである。しかし，子供がす
でに好き嫌いを宣言し，自分の経験をもって「既知」
だと思い込んでいる場合，そこを揺さぶり，固定化し
た思い込みをほぐすことが後者の学習観が大切とな
る。その鍵が「問い」だと考える。特に，先に検討し
た表１，表 2 及び表 3 にある「具体的な活動から導か
れる学習内容」を子供が深く学ぶには，手軽な運動教
材を活用した活動の中での「問う学習技能」が大切に
なると考える。 
② 「見通す学習技能」 
手軽な運動教材「体ジャンケンダンス」や「ブライ

ンド・ウォーク」及び「短・中・長なわ跳び」では，
運動前に，運動中や運動後の自分を予見・予測して，
仮説や計画を立てることができる力が大切だと考え
る。例えば，「ブラインド・ウォーク」において低学
年及び中学年では，不安過ぎて目を閉じていられない
事例が多く，中学年以降の運動教材として位置づける
ようにした。これは，低・中学年の子供とっての本教
材がもつ不安は大きく，運動前に，運動中や運動後の
見通しがもてなかったといえる。また，「短・中・長
なわ跳び」の教材を活用した実践では，子供がなわの
開発と称して，次々に様々な跳び方を考えるが，果た
して，巧みな動きを高める学びとなっているかの課題
が残ってしまった。この課題を改善する1つの考えと
して，「見通す学習技能」への着目があると考える。
つまり，子供はどのような動きの高めたいのかと，そ
のための見通しがあるかである。「こうすれば高める
ことができるかも」という子供の言葉があるとすれ
ば，「こうすれば」とは，「これを『知る・する』こ
とができれば」と言い換えることができ，まさに「知
識及び運動」と合致すると考える。なお，この「見通
す学習技能」は，事前合理（事前に合理性を考えるこ
と）と事後合理（事後に合理性を考えること）の2つ
のアプローチがあるといえる。通常，見通すことは前
者の事前合理と考えがちである。しかし，運動の情報
は，やってみることで体感・体得できる内容である。
そのため，「うまくいったのは，どうしてかな」，
「こうなったのはなぜか」等，先の「問う学習技能」
と関連した事後合理が重要になると考える。そして，
事後合理の積み重ねは，学習経験とその解釈が豊かに
なるので，事前合理を培うことになるといえる。こう

した学習経験で培う「見通す学習技能」は，中学校3
年生の「実生活に生かす運動の計画」におけるプラン
ニング力の中心になって結実できることが期待され
る。 
③ 「調べる学習技能」 
「調べる学習技能」とは，先の「見通す学習技能」

を使って立てた仮説や計画を調べることができる力と
いえる。体育固有の「調べる学習技能」には，体を使
うことや動いて調べる方法が必須だと考える。触った
感じ，動いた感じ等の体感情報が入手可能であり，よ
り鮮度の高い体感情報を得るには，運動中しかないか
らである。これに，ICT機器の特性を生かした情報
（例えば，タブレットの活用による視聴覚情報等），
辞書や事典等の書籍による文字情報等，他の調べ方と
組み合わせると効果的だろう。しかし，運動中の情報
なき視覚情報は体育でしか学べない内容，具体的に言
えば，表１，表２と表３の「具体的な活動から導かれ
る学習内容」を学ぶことはできないと考える。 
④ 「残す学習技能」 
「残す学習技能」とは，文字通り，学習履歴を残す

力である。先の「問う学習技能」，「見通す学習技
能」と「調べる学習技能」との関連が強いと考える。
この力は，何のために残すのか，何を残すのか，どの
ツールで残すのかの3点が大切である。 
何のために残すかは，残す目的である。これは，子

供たちが自分たちの学習を改善するためとなる。 
何を残すかは，残す内容である。見通す学習技能と

同様，事前合理と事後合理が大切と考える。例えば，
実践では，「何気なく残していた記録が，その時には
気付かなかったことを教えてくれた」との子供の感想
があった。残す学習技能が高まれば，残したことが，
「問う学習技能」，「見通す学習技能」，「調べる学
習技能」と関連が強くなり，学習したことを深くとら
え直すことになり，発見や再発見の機会が広がると考
える。子供が残してよかったと心底思うと，残す学習
技能も高まることは実践場面で確認できた。 
どのツールで残すかは，残す方法である。ノートや

学習カード，タブレットの映像等，様々であるが，ツ
ールの特性によって，使い分けていくことができるこ
とも残す学習技能を育むことになるといえる。 
 

Ⅲ おわりに 
本研究では体つくり運動が誕生した1989（平成

10）年改訂の学習指導要領から2017（平成29）年改
訂の学習指導要領までの体つくり運動の変遷と各改訂
における授業化の課題を整理するとともに，その課題
解決に資するささやかな提案を試みた。本研究におけ
る体つくり運動固有の学びと4つの「学習技能」につ
いては検討の余地は残る。引き続き，丁寧な検討を重
ねていきたい。そして，体つくり運動は「何を教えた
らよいのか，よくわからない」という状況に終止符を
打ち，体つくり運動固有の学びもまた，子供たちの心
と体のあらゆる問題を解消できると信じて研究に邁進
していきたい。 
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